
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

６年生を送る週間・６年生を送る会に向けて 
  
早いもので、６年生の卒業証書授与式まで２か月あまりとなりました。６年生の卒業に

関わって、２月２６日（月）から３月１日（金）までを「６年生を送る週間」、３月１日

（金）に「６年生を送る会」を予定しています。在校生はこれまでお世話になった６年生

に感謝の気持ちを伝えたり、６年生は在校生の思いを受け止め、進学への思いを高めたり

していきます。特に５年生は、卒業生と在校

生をつなぐかけはしとなり、６送週間リーダ

ーを中心に全校児童をリードしていきます。

早速、冬休み明けの１月１０日（水）に代表

委員会を行い、６年生に感謝を伝える取組に

ついて相談しました。また、１２日（金）と

１５日（月）に６送週間リーダー実行委員会

（５年生各学級５名、計１５名）を開き、代

表委員会で出てきた意見を含め、いろいろな

アイデアを出し合いながら具体的な取組を決

めました。これから係ごとに分かれて取組を

進めていきます。５年生のリーダーシップ・

活躍を期待しています。 
 

自然災害に備えて 
  
今から２９年前、１９９５年１月１７日、午前５時４６分。阪神・淡路大震災が発生し

ました。６０００人以上の方が犠牲になられるなど多くの方々が被災されました。そして、

今年、２０２４年１月１日、午後４時１０分。マグニチュード７．６、最大震度７の能登

半島地震が発生しました。滋賀県でも震度３～４を記録し、大きな揺れを感じました。家

屋の崩壊や火災、津波などにより２００人以上の方が亡くなられ、今もなお多くの方が安

否不明で、約２万人の方々が避難所生活をされています。お亡くなりになられた皆様に謹

んでお悔やみ申しあげますとともに、被災された皆様に心からお見舞い申しあげます。 

学校においては、防災を含む安全に関する学習をあらゆる教育活動の中で行っています。

本校においては、特に災害等に関しては、火災や地震を想定した避難訓練や引き渡し訓練、

防災教室などの実施や、今週１５日(月)～１９日(金)を防災週間として、防災に関する意

識を高める取組等をしているところです。災害は、いつ・どこで起こるかわかりません。 

万が一起こったときにどのように行動すればよいか、自分や家族、身近な人の命を守るた

めに何ができるのか、日頃から考えてほしいと思います。      校長 杉田 信一 

   令和６年１月１８日 
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児童数 ４９８名 
 

〈学校教育目標〉 仲間とともに 全力で学び、活動する治西っ子の育成 

○は  はきはき話し、こつこつ学ぶ子  ○る  ルールを守り、元気にあいさつする子 

  ○に  にこにこ笑顔で、仲良く活動する子  ○し  しんじ合い、互いに助け合う子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけはし 
栗東市立治田西小学校 学校だより 



防災教室・避難訓練 
 １月１２日（金）に、中消防署や栗東市危機管理課の方々に来ていただき、火災などの

災害発生時の身の守り方や応急手当の方法を学び、防火防災意識の向上を図ることを目的

に、「防災教室」を実施しました。１，２年生は、「災害の時の行動（ＤＶＤ視聴）」と「け

むとん」の体験、３，４年生は、「防災ＤＶＤの視聴」と「防災倉庫見学」を行いました。

５，６年生は、体育館で「応急手当の方法」について学びました。それぞれの学年の実態

に応じた内容で、防災に対する意識を高め、理解を深めることができました。 

 また、１月１７日（水）には、地震を想定した避難訓練を実施しました。緊急地震速報

が発令した場合の正しい行動の仕方について知り、すぐに避難するのではなく、自分の体

（特に頭）を守ることや、冷静沈着にその場に応じた行動をとることが大切ということを

学習しました 

１，２年生：「けむとん」体験  はんかちを口にあて、煙を避け低い姿勢で避難しました。 

３，４年生「防災倉庫見学」 倉庫の中には、発電機・毛布・食器・非常食などがありました。 

５，６年生「応急手当」  いざというときのため…「心肺蘇生法」の実技体験をしました。 

今週、１月１９日（金）３校時（10:35～11:20）は学習参観です。今回はどの学年も人権に関する

学習を行います。ぜひ参観いただき、人権について共に考える機会にしていただければと思います。 


